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　文部科学省では、本年も、全国の小学６
年生と中学３年生を対象に、４月21日、
「全国学力・学習状況調査」を実施しまし
た。内容は教科（小中学校とも国語・算数
（数学）・理科）と、学習状況（学習の取
組や生活習慣等）の調査です。
　教科での結果の表し方は、それぞれの教
科ごとに主として知識（基本的な内容）に
関するものと、主として活用（文章を読み
取る力、式の立て方、関係数量を捉えるな
どの考え方）に関するものです。
　結果は、教科ごとに、全問のうち何問正
解であったかを示す正答率を学校や市町ご
とに平均で示されています。このため、ふ
だん、学校で行っている学習のまとめのテ
ストや中間・期末テスト等とは、点数の表
し方が違っています。
　学校では、これらの結果を分析し、個人
の学習への支援や授業の改善に役立ててい
きます。学習への取組や生活習慣等への参
考にしていただければと思います。

平成27年度
全国学力・学習状況
調査結果の概要

教科に関する調査結果
ここでは紙面の都合上、代表的な調査内容を紹介します。

（栃木県、全国の正答率　単位：％）

教　科 問題の種類
小学６年生 中学３年生

市　貝　町 栃 木 県 全　国 市　貝　町 栃 木 県 全　国

国　語

基礎的内容
の正答率 県平均と同じ 68.9 70.0 県平均を上

回っている 75.7 75.8
活用的内容
の正答率

県平均をやや下
回っている　　 63.1 65.4 県平均を上

回っている 65.2 65.8

算　数
・

数　学

基礎的内容
の正答率

県平均をやや下
回っている　　 73.9 75.2 県平均を上

回っている 63.5 64.4
活用的内容
の正答率

県平均をやや下
回っている　　 43.0 45.0 県平均を上

回っている 40.4 41.6

理　科 全　般 県平均をやや下
回っている　　 60.8 60.0 県平均を上

回っている 53.1 53.0

小学６年生 中学３年生
国　語 算　数 理　科 国　語 数　学 理　科

優れた
ところ

漢字の読み書き
文章を読んで答
えること

基礎的な計算
図形の性質の捉
え方

生き物の知識
観察のし方

漢字の読み書き
長文を読んで答
えること

数量関係を捉えること
式や表を用いて数学
的に説明すること

自然現象・生物
的・物理的領域
全般

今後の
課　題

文章の要旨を捉
えること
登場人物の気持
ちを捉えること

複雑な図形の角
度を求めること
基準量と比較量
を求めること

実験での数値の
捉え方
答えを選んだ理
由を述べること

複数の資料から
自分の考えを書
くこと

数量関係を文字
式に表すこと
図形の説明

実験における数
値の計算

学習領域別の優れたところと今後の課題
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中学３年生

質
問
事
項

0

20

40

60

80

100
％

生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査結果
　学習意欲、学習方法、生活習慣のそれぞれの面について、全国と比較し、本町の傾向をお知
らせします。（「当てはまる」「どちらかいえば当てはまる」と答えた人数の割合を合計したものです。）
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　町では、次のとおり上赤羽地内において公共下水道工事を実施いたします。
　町民の皆様には大変ご迷惑をおかけいたしますが、ご協力くださいますようお願いい
たします。

工事期間工事期間工事期間 　平成27年10月下旬から平成28年３月予定

交通規制交通規制交通規制 　片側交互通行（県道及び町道向原線区間）

　　　　　　  ※第４工区（町道下野原上赤羽線区間）については、一部全面通行止めとなる期間があります。

発 注 者発 注 者発 注 者 　市貝町（建設課都市計画係）　

　　　　　　　☎（68）1117

　歯周病は、細菌の感染によって引き起こされる病気です。歯磨きが充分でないと歯肉
が赤くなったり、腫れたりします。それが進行すると、歯を支える土台が溶けて物が噛
めなくなり、最後は抜歯をしなければいけなくなります。
　町では下記の方を対象に、歯周疾患検診を実施しています。対象者でご希望の方は、
下記までお申込みください。

対　象　者　＊いずれも年度年齢で、治療中の方は対象となりません。

　　　30歳（昭和60年４月２日～昭和61年４月１日生まれの方）
　　　35歳（昭和55年４月２日～昭和56年４月１日生まれの方）
　　　40歳（昭和50年４月２日～昭和51年４月１日生まれの方）
　　　45歳（昭和45年４月２日～昭和46年４月１日生まれの方）
　　　50歳（昭和40年４月２日～昭和41年４月１日生まれの方）
　　　55歳（昭和35年４月２日～昭和36年４月１日生まれの方）
　　　60歳（昭和30年４月２日～昭和31年４月１日生まれの方）
　　　65歳（昭和25年４月２日～昭和26年４月１日生まれの方）
　　　70歳（昭和20年４月２日～昭和21年４月１日生まれの方）
　　　76歳（昭和14年４月２日～昭和15年４月１日生まれの方）

検　診　内　容　

　・口腔内の検査（歯や歯肉の状態、口の中の清掃状態など）
　・歯周ポケット測定（歯肉からの出血や歯石の有無、歯と歯肉の間の溝の深さなど）

検　診　金　額　　1,000円（70・76歳の方は無料）

　　　　　　　　　 　※検診同日に治療を行った場合、治療費は自己負担となります。

実　施　期　間

　　平成28年２月29日まで（休診日を除く）

申し込み方法

　　ご希望の方は、健康福祉課健康づくり係（☎68－1133）までお申し込みください。

実施医療機関

歯　科　医　院　名 住　　　　所 電　話　番　号

市貝歯科医院 市貝町大字市塙1641 68－2122

小峰歯科医院 市貝町大字文谷370 68－4182

おぐら歯科クリニック 市貝町大字市塙1608－６ 68－4177

よりちか歯科医院 市貝町大字赤羽2633－５ 68－3492

倉持歯科医院 市貝町大字続谷728 67－1181

市貝町公共下水道管渠築造工事
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歯周疾患検診を受けましたか？
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　平成27年９月24日に大畑英雄氏の「大畑家の手書き武者絵のぼり製作」が栃木県指定無形文化財
（工芸技術の保持者）として指定されました。
　なお、２代目耕雲（父・力三氏）に引き続いての指定となります。
　大畑家は、代々武者絵のぼりを製作し、初代耕雲（安治氏）が明治22年に際物（きわもの）業を始
め、現在は３代目耕雲（英雄氏）が継承し「大畑家の武者絵」として確立し現在に至っています。
　３代目耕雲は、２代目耕雲に師事し、当家で行われた伝統的な武者絵のぼりの製作技法を習得し、
父とともに武者絵のぼり製作を行いました。
　父の亡き後は、３代目耕雲を襲名し大畑家当主として武者絵のぼりの製作に従事し、県内をはじめ
アメリカやフランスなど海外で実演を行い日本の伝統文化の普及啓発に努めてきました。　
　３代目耕雲が描くのぼりの武者絵は、２代目
耕雲の荒々しさに対して、武者の勇猛さを表現
しながらも丸みのある柔和さを醸しだし、大き
な布地に絵柄を一気に描くとともに、表裏両面
を寸分違わずに描く手書きの武者絵のぼり製作
者であります。
　５月の節句等で描かれる手書きの武者絵は、
戦国武将や鍾馗でのぼりの大きさは、幅約１m、
長さ5.3mないし6.3mの大きさが主流で、髪や髭
の一本一本に至まで筆を入れるのが特徴です。
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～いきいき長寿のための食生活について～～いきいき長寿のための食生活について～～いきいき長寿のための食生活について～

　町では、65 歳以上の方を対象に、シニア料理教室を開催します。いつまでもいきいきと元気
で過ごすために、食生活を一度見直してみませんか !? 旬の食材を使用したバランス食、地元の
特産品を使用した郷土料理を学びます。１回のみの参加もＯＫです。皆様の参加をお待ちして
おります。

栄養・健康づくりのお話と食生活チェック・調理実習

市貝町保健福祉センター

町管理栄養士

各日とも 先着20名
（定員になり次第締め切ります）

500円

エプロン、三角巾、手ふきタオル、筆記用具等

平成27年11月18日（水）

健康福祉課 健康づくり係まで
☎68－1133

平成 27 年 11 月 26日（木）、12月３日（木）
平成 28 年  １月 21日（木）
９:30 ～ 12:30

日　時日　時

内　容内　容

場　所場　所

講　師講　師

定　員定　員

材料費材料費

お持ち物お持ち物

予約締切日予約締切日

申し込み先申し込み先

大畑英雄氏の「大畑家の手書き武者絵のぼり製作」が
栃木県指定無形文化財に指定

伝達を受ける大畑英雄氏

公
設
芳
賀
市
場
一
般
公
開

市
場
感
謝
デ
ー
開
催

公
設
芳
賀
市
場
一
般
公
開

市
場
感
謝
デ
ー
開
催

　

市
場
な
ら
で
は
の
「
模
擬
せ
り
」
に
よ

る
地
場
野
菜
の
購
入
体
験
や
、
さ
ん
ま
・

み
か
ん
の
掴
み
取
り
、
恒
例
の
豪
華
賞
品

が
当
た
る
お
楽
し
み
福
引
き
、
子
ど
も
ダ

ン
ス
な
ど
、
楽
し
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が

盛
り
だ
く
さ
ん
！
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

　

11
月
15
日
（
日
）

　

午
前
８
時
～
午
後
１
時

●
場
所　

　

公
設
芳
賀
地
方
卸
売
市
場

　

真
岡
市
八
條
４
７
５
番
地

●
内
容

①
地
場
野
菜
、
果
物
、
水
産
物
の
販
売

②
軽
食
販
売
（
市
場
特
製
あ
ぶ
り
丼
、
焼

き
イ
カ
、
つ
き
た
て
餅
な
ど
）

③
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
さ
ん
ま
の
掴
み
取
り
、

模
擬
せ
り
、
お
楽
し
み
福
引
、
手
打
ち
そ

ば
実
演
販
売
、
生
バ
ン
ド
演
奏
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ

　

公
設
芳
賀
地
方
卸
売
市
場
協
力
会　

　

☎
（
８
２
）
８
５
８
５
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ご
み
の
焼
却
は

　
　
　
や
め
ま
し
ょ
う！

　

最
近
、
野
焼
き
（
野
外
焼
却
）

に
よ
る
苦
情
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

次
の
①
～
④
の
よ
う
な
場
合
を
除

き
、
野
外
で
ご
み
を
焼
却
す
る
の
は
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
違

反
す
る
と
罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

①
病
害
虫
防
除
を
目
的
に
、
あ
ぜ
の

枯
れ
草
な
ど
を
焼
却
す
る
場
合
。

②
家
庭
な
ど
で
庭
木
の
枝
や
落
ち

葉
、紙
類
を
少
量
焼
却
す
る
場
合
。

③
ド
ン
ト
焼
き
な
ど
社
会
習
慣
上
や

む
を
え
な
い
も
の
。

④
た
き
火
や
農
業
の
稲
わ
ら
な
ど

を
、
日
常
生
活
を
営
む
た
め
に
通

常
行
わ
れ
る
焼
却
で
、
周
辺
地
域

の
生
活
環
境
に
与
え
る
影
響
が
軽

微
な
も
の
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

町
民
く
ら
し
課 

生
活
環
境
係

　

☎ 

（
６
８
）
１
１
１
４

　

以
上
の
よ
う
な
場
合
で
あ
っ
て
も
、

近
く
に
住
宅
が
あ
っ
た
り
風
の
強
い
時

な
ど
、
周
辺
へ
の
影
響
が
あ
る
場
合
に

は
中
止
し
て
い
た
だ
い
た
り
改
善
指
導

の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ー
パ
ー
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
・

ト
レ
イ
な
ど
の
焼
却
は
黒
い
煙
や
強
い

に
お
い
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
発
生
の
原
因

に
な
り
ま
す
の
で
、
直
接
処
理
場
に
持

ち
込
む
か
、
も
え
る
ご
み
の
指
定
袋
で

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　国勢調査は、平成27年10月１日現在、
日本に住んでいるすべての人及び世帯が
対象です。
　９月10日から、調査員が各世帯を訪問
し、調査書類をお配りさせていただいて
おります。
　町内全世帯を訪問させていただいてお
りますが、万が一、調査書類が届いてい
ない場合や調査書類の不足している場合
は、恐れ入りますが、役場企画振興課企
画財政係（☎68－1110）までご連絡く
ださるようお願いいたします。
　また、記入の仕方がわからない等不明
な点につきましても、役場企画振興課企
画財政係までお問い合わせくださいます
ようお願いいたします。

国勢調査は
お済みでしょうか？

　

町
で
は
、
町
民
の
皆
様
の
声
を
町
政

に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
町
民
参
加

の
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
意
見
を
交
換
す
る
「
町
政
懇

談
会
」
を
９
月
29
日
、
30
日
、
10
月
１

日
の
３
日
間
、
町
内
３
か
所
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
町
政
懇
談
会
に
お
い
て
、
振

興
計
画
の
中
間
報
告
と
、
懇
談
会
で
意

見
交
換
さ
れ
た
中
か
ら
い
く
つ
か
ご
紹

介
を
致
し
ま
す
。

●
第
６
次
市
貝
町
振
興
計
画
中
間
報
告

　

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
、

地
域
の
実
態
や
町
民
の
ご
意
見
や
ご
要

望
を
把
握
し
、
計
画
策
定
の
基
礎
資
料

と
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
昨
年
度
に
お

い
て
、
町
民
２
，
０
０
０
人
を
対
象
と
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
・

ご
提
言
を
計
画
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

町
民
の
代
表
で
組
織
す
る
「
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
」
を
今
年
４
月
か
ら
６
月

に
か
け
て
３
回
、
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
は
、
４
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
形
式
を
用
い
、
町
の
魅
力
や
特
性
、

課
題
な
ど
を
検
討
し
、
町
の
目
指
す
べ

き
将
来
像
を
考
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
町
職
員
も
一
緒
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
て
、
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
町
民
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
議

論
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

更
に
は
、学
識
経
験
者
等
で
組
織
す
る

「
振
興
計
画
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、

幅
広
い
視
点
か
ら
検
討
を
進
め
て
お
り
、

庁
内
に
は
、「
振
興
計
画
策
定
委
員
会
」

を
設
け
、
全
庁
体
制
の
も
と
計
画
策
定

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

●
町
内
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

・
町
内
の
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
、
方

針
を
お
伺
い
し
た
い
。

企
画
振
興
課
長　

昨
年
度
、
町
の
消
防

団
の
皆
様
に
依
頼
し
町
内
の
空
き
家
調

査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
１
４
８
件
の

空
き
家
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
今
後
、
空
き
家
対
策
の
担
当

窓
口
を
設
置
し
、
将
来
的
に
は
利
用
が

可
能
な
空
き
家
の
情
報
を
提
供
し
て
い

く
よ
う
な
仕
組
み
を
作
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

・
公
園
や
道
路
の
雑
草
が
目
立
っ
て
い

る
の
で
、
対
策
を
考
え
て
ほ
し
い
。

総
務
課
長　

町
の
施
設
の
草
刈
り
は
、

町
職
員
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
草
刈
り
な
ど
の
景
観
美
化
活

動
を
行
っ
て
い
る
自
治
会
に
対
し
て
交

付
金
を
出
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
積
極

的
に
制
度
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

・
修
繕
が
必
要
な
道
路
を
ど
の
よ
う
に

調
査
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
お
伺
い
し

た
い
。

建
設
課
長　

建
設
課
職
員
や
町
内
の

業
者
に
委
託
し
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
て
お
り
、
修
繕
が
必
要
な
箇
所
を

調
べ
て
い
ま
す
。
大
規
模
な
修
復
が
必

要
な
箇
所
に
は
ま
ず
応
急
処
置
を
施
し
、

予
算
措
置
を
行
っ
て
か
ら
本
格
的
な
修

繕
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
全
て
の
道

路
を
直
ち
に
修
繕
す
る
こ
と
は
難
し
い

と
こ
ろ
で
す
が
、
事
故
等
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
引
き
続
き
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
市
貝
町
の
福
祉
に
つ
い
て

・
市
貝
町
の
健
康
寿
命
に
つ
い
て
お
伺

い
し
た
い
。

健
康
福
祉
課
長　

町
の
健
康
寿
命
は
男

性
が
76
・
９
歳
、
女
性
が
83
・
43
歳
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
外

へ
出
て
い
た
だ
く
機
会
を
増
や
し
て
い

く
こ
と
が
健
康
寿
命
を
延
ば
す
ポ
イ
ン

ト
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
町
の
健
診
な

ど
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
市
貝
ブ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て

・
ブ
ラ
ン
ド
の
６
次
産
業
化
に
つ
い
て
、

町
の
方
針
を
お
伺
い
し
た
い
。

農
林
課
長　

道
の
駅
の
商
品
で
、
農
産

物
以
外
の
加
工
品
を
強
化
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
、
町
内
の
婦
人
団
体
や

商
工
会
女
性
部
に
商
品
の
企
画
を
お
願

い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

商
品
化
に
必
要
な
商
品
加
工
所
に
関
し
て

は
、
国
の
補
助
制
度
な
ど
も
あ
る
の
で
、
ご

相
談
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
って
お
り
ま
す
。

町
長　

市
貝
ブ
ラ
ン
ド
の
事
業
に
お
い

て
は
、
今
ま
で
は
製
品
作
り
を
主
に
考

え
て
い
ま
し
た
が
、
今
後
は
ブ
ラ
ン
ド

の
周
知
方
法
な
ど
も
含
め
、
専
門
家
を

呼
び
勉
強
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町民の声を町政に

町政懇談会町政懇談会
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小
学
校
３
・
４
年
生
の
部 

入
選（
一
席
）

「
習
い
事
い
ろ
い
ろ
」

小
貝
小
学
校　

３
年

秋
田
梨
々
子
・
小
峰　

優
希

大
根
田
琴
音
・
平
野　

詩
季

栁
岡　

詩
杏

小
学
校
５
・
６
年
生
の
部 

入
選（
二
席
）

「
ゴ
ミ
減
量
作
戦
」

小
貝
小
学
校　

５
年

川
亦　

来
衣
・
海
老
澤
愛
莉

長
嶋　

彩
奈
・
髙
木
沙
弥
夏

団
体
表
彰
（
学
校
賞
）
知
事
賞

            

市
貝
町
立
小
貝
小
学
校

﹁
と
ち
ぎ
の
道
﹂
現
場
検
証

町
で
開
催

芝
ざ
く
ら
公
園
で

挿
し
芽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施

消
防
団
鍵
引
き
渡
し
式

観
音
山
で
秋
の
収
穫
祭

統
計
グ
ラ
フ
栃
木
県
コ
ン
ク
ー
ル

小
貝
小
２
年
生
が
特
選
受
賞

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
草
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

　
「
と
ち
ぎ
の
道
」
現
場
検
証
は
、
整

備
が
必
要
な
道
路
に
つ
い
て
、
行
政
、

住
民
、
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
現
場

検
証
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
道
路

整
備
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
共
通
認
識

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
今
年
度
か
ら

県
内
各
市
町
で
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
町
長
、
真
岡
土
木
事
務

所
、
茂
木
警
察
署
、
赤
羽
小
学
校
・
小

貝
小
学
校
両
校
の
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
・
交
通
指
導
員
な
ど
関
係
者

約
30
人
が
出
席
し
、
９
月
30
日
に
開
催

し
ま
し
た
。

　

会
議
室
で
の
趣
旨
等
の
説
明
後
、
町

有
バ
ス
で
移
動
し
、
赤
羽
地
内
の
国
道

１
２
３
号
の
歩
道
の
現
況
、
杉
山
・
文

谷
地
内
の
県
道
黒
田
市
塙
真
岡
線
の
歩

　

10
月
３
日
、
４
日
の
二
日
間
、
芝
ざ

く
ら
公
園
に
お
い
て
芝
ざ
く
ら
の
挿
し

　

10
月
15
日
、
消
防
車
の
更
新
に
伴
う

鍵
引
き
渡
し
式
が
役
場
駐
車
場
で
行
わ

れ
、
入
野
町
長
か
ら
第
１
分
団
第
３
部

の
臼
井
部
長
へ
車
両
の
鍵
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
第
１
分
団
第
３
部
の
車
両
更

新
は
平
成
７
年
以
来
と
な
り
ま
す
。

　

観
音
山
梅
の
里
づ
く
り
協
議
会
（
川

上
豊
会
長
）
は
10
月
17
日
に
梅
オ
ー

　

平
成
27
年
度
統
計
グ
ラ
フ
栃
木
県
コ

ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
小
貝
小
学
校
２

年
生
が
特
選
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

主
な
受
賞
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

小
学
校
１
・
２
年
生
の
部　
　
　

特
選

「
楽
し
か
っ
た
ね
七
夕
こ
う
り
ゅ
う
会
」

小
貝
小
学
校　

２
年

相
田　

幸
穂
・
岩
村　

莉
夏

平
野　

優
奈
・
平
野　

百
合

谷
口
明
日
菜

道
未
整
備
区
間
の
現
況
を
視
察
し
ま
し

た
。
視
察
後
の
意
見
交
換
で
は
、
特
に

通
学
す
る
児
童
・
生
徒
、
ま
た
、
高
齢

者
の
安
全
確
保
の
た
め
、歩
道
の
新
設
・

段
差
解
消
な
ど
を
求
め
る
意
見
が
多
数

あ
り
ま
し
た
。

　

市
貝
町
の
国
県
道
の
整
備
は
、
ま
だ
ま

だ
必
要
で
あ
る
と
の
共
通
認
識
の
う
え
、

今
後
と
も
、
整
備
の
必
要
性
、
重
要
性

を
関
係
機
関
に
要
望
し
て
参
り
ま
す
。

　

10
月
７
日
、
８
日
の
二
日
間
、
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
草
刈
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

64
名
の
会
員
の
方
が
参
加
し
、
役
場

敷
地
内
の
草
刈
り
や
駐
車
場
の
植
え
込

み
部
分
の
除
草
作
業
な
ど
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

大切な命を救うために
救急車の適正利用にご協力お願いします
こういう時は、考えて。
◆早く見てほしい ◆病院がわからない　◆歯が痛い･･･
◆二日酔いで･･･ ◆入院予定だから　　などなど

　 平 成 26 年 中 の 救 急 出 動 は
6,454 件、内救急搬送された人
の中で 40％の人は、入院を必要
としない人でした。緊急ではない
のに救急車を要請すると、 本当
に救急車が必要な人たちが利用
できなくなります。現場到着の遅
れにもなり、救えるはずの命が救
えなくなる心配があります。

「こんな症状なら１１９番！」
●ろれつがまわらない　●めまい
●呼吸困難、胸が痛い　●手足のしびれ
●冷汗、顔が蒼い　　　●いつもと違う、 様子がおかしい等

芳賀地区広域行政事務組合消防本部
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4500
5500
6500
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救急出動件数の推移

過去10年間で
約２倍！

ナ
ー
を
招
い
て
、
秋
の
収
穫
祭
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
県
内
外
か
ら
梅
オ
ー
ナ
ー

お
よ
び
そ
の
家
族
も
含
め
約
２
５
０
人

が
参
加
し
、
観
音
山
付
近
の
畑
で
サ
ツ

マ
イ
モ
堀
り
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

芽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
真
岡
北
陵
高
校
の
生
徒
た
ち

や
町
内
各
種
団
体
な
ど
67
人
が
参
加
し

挿
し
芽
を
行
っ
た
後
、
芳
那
の
水
晶
湖

ふ
れ
あ
い
の
郷
協
議
会
か
ら
豚
汁
が
ふ

る
ま
わ
れ
ま
し
た
。
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生涯学習・スポーツ
図書館・歴史民俗資料館

教育・文化・スポーツ

 11月の予定

11 月の公民館休館日


11/１（日）第20回ソフトテニス大会　町民テニスコート　8:00～
11/８（日）第４回いちかいスポレク祭 城見ヶ丘運動公園  8:30～
11/14（土）町民のつどい　町民ホール　 13:00～
11/19（木）第29回町民親善ゴルフ大会 芳賀カントリークラブ 8:00～
11/20（金）町芸術祭ギャラリー展　農トレセン ～22日まで

9:00～16:00
11/22（日）町芸術祭音楽芸能大会　町民ホール　 9:00～

２日（月）、９日（月）、１６日（月）、２４日（火）、３０日（月）

市貝町スポーツ指導者等講習会 平成27年度　町民のつどい

第30回市貝町健康マラソン大会の参加者募集!!

「大切な命を守るために…」
　９月26日（土）町民ホールでスポーツ指導者等講
習会を開催しました。町内のスポーツ指導者、各ス
ポーツ団体の代表者を対象とした講習会で、19名が
参加し普通救命救急講習会を行いました。
　市貝分署署員の指導により、DVDを見ながら、人
工呼吸法・心肺蘇生法を学んだあと、AEDを使って
の救命処置法の練習を行いました。この日講習を受
けた19名には、芳賀地区行政事務組合より普通救命
講習終了証が交付されました。

　国は成長戦略で「女性の活躍推進」を一つの柱に掲
げています。少子高齢化が進む中、女性に視線が向け
られています。一方では、地方の少子高齢化率は都市
部より更に高くなっており、将来への不安や社会の閉
塞感を実感しているのではないでしょうか。
　そこで今回も身近な生活課題に自ら先駆けとなって
挑み、地域社会に貢献しようと奮起し、地域を牽引し
ている女性にスポットを当て、事例を通して女性の活
躍と地方創生のヒントを探ろうと企画しました。
◆日　時　11月14日（土）午後１時～
◆会　場　町民ホール
◆講　演　「ひとりひとりの活躍が社会を創る」

　　～しなやかに　たくましく　輝く女性たち～
◆講　師　酒井　里奈　氏

　（株式会社ファーメンステーション代表取締役）
　女性起業家。国の減反政策に目立つ休耕田を再利用
し減農薬、無化学肥料のオーガニック製法での非食用
米の栽培や、「米を作りたい」地域農家の思いを新た
な形に変えたエコビジネスを展開しています。
◆問い合わせ　中央公民館　☎（６８）００２０

　町教育委員会では、次のとおり健康マラソン大会を開催します。皆さん
の参加をお待ちしております。
♦期　　日　平成２８年１月９日（土）
♦会　　場　城見ヶ丘運動公園　周辺特設コース
♦申込期限　平成２７年１２月１６日（水）
♦参 加 料　一　　般　　５００円
　　　　　　小・中学生　３００円
　　　　   　親子ペア　　８００円
♦申し込み・問い合わせ
　申し込み用紙に必要事項を記入のうえ、参加料を添えて、中央公民館へ
申し込んでください。詳しくは、健康マラソン大会事務局（中央公民館内）
☎（６８）００２０まで

館長一押しの一冊66
「坊さん、父になる。」

著・白川　密成
　　５年前の「ボクは坊さん」に続き、今作は『坊さ
ん、父になる』との表題で出版されました。奥様との
馴れ初めからご結婚、お子様ができるまでの内容を載
せてありますが、前作より日常と絡めた教義的なもの
が増えていると思います。しかし、宗教素人にも判り
やすい日常のエッセイを程よくちりばめたという感じ
で、私は好きな本です。
　第３巻目に「坊さん、育児する」を期待したいと
思っています。前作がこの秋、映画化するようです。

11月の予定
開館時間　９：３０～１９：００

期　日　１０月２７日（火）～１１月９日（月）
テーマ　「いつだって、読書日和」
　秋の夜長に読書はいかがですか？期間中、図書館で
は様々なイベントを実施していますので、是非ご参加
ください。
★≪本の銀河≫おすすめの本をポップにかいて宇宙に

飛ばそう！中学生以上は雑誌の付録、小学生以下は
イベントシールをプレゼントします。

★≪まちがいみ～っけクイズ≫入野家住宅に関するク
イズに挑戦してプレゼントをもらおう。

★こどもの読書週間で皆さんがオ
ススメしてくれた本の展示をし
ます。

★来館者にこばとの会お手製のし
おりをプレゼントします。

　「〇年生の読み聞かせにはどんな本がいいです
か？」という要望に答えて、市貝図書館蔵書の約３万
冊の児童書の中から低・中・高学年に応じて２０冊ず
つ、計６０冊を選びました。学校や地域での読み聞か
せや、お子様の読み聞かせに是非ご利用ください。

●ハロウィンVer．缶バッチ　プレゼント
１０月３０日（金）・３１日（土）

　今年度第２弾！市貝図書館オリジナル缶バッチをカウン
ターにてプレゼントします。数に限りがありますので、お早め
にご来館ください。

第69回 読書週間のお知らせ

スタッフ厳選
読み聞かせにオススメな絵本の紹介

●図書館で一緒に遊びましょ！ １０：３０～１１：００
　～土曜日の１０時半は図書館へ集合～

　♥１１/１４（土）　いっとファームくらぶ
　　　　　　　　さつまいものつるでリース作り
　　≪要事前申込≫　先着１５名
　　（※２階企画研修室・１０：３０～１１：３０）
　♦１１/２１（土）　コロコロ！ペンギンつくるよ
　♣１１/２８（土）　スカイベリーがヘンシ～ン!?
●読書週間関連イベント

　～音楽と読み聞かせの世界へようこそ～

　１１/１（日） 　２階企画研修室 １０：３０～１１：３０
　図書館ボランティアによる影絵やおはなしが
　たくさんの1時間！
●ボックリビー≪要事前申込≫
　１１/７（土）　２階企画研修室　参加費５００円
　様 な々「まつぼっくり」にデコろう！

天皇誕生日

文化の日

勤労感謝の日



Information  IchikaiInformation  Ichikai

15
27.10.25

14
27.10.25

　

平
成
27
年
9
月
25
日
に
３
歳
児
健
診
を
受
診
さ
れ
た

お
子
さ
ん
の
中
で
、
む
し
歯
が
な
か
っ
た
よ
い
歯
の
子

を
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
い
歯
を
大
切
に
し
ま

し
ょ
う
。

赤羽
増淵　咲

さ

羅
ら

ちゃん

大谷津　
星野　朔

さく

弥
や

ちゃん

赤羽　　
小口　夏

なつ

輝
き

ちゃん

市塙　　
堀江　琉

りゅう

寿
じゅ

ちゃん
（343）

赤羽　　
齊藤　琉

り

空
く

ちゃん

赤羽　　
白川　　新

あらた

ちゃん

赤羽
佐藤　未

み

徠
く

ちゃん

市塙
津崎　鈴

すず

夏
か

ちゃん

赤羽　　
柴田　大

だい

翔
と

ちゃん

赤羽
飯田　琴

こ

音
と

ちゃん

赤羽　　
眞榮城　陽

はる

斗
と

ちゃん

第４回いちかい
スポーツ・レクリエーション祭を開催 !!里山ヘルシーマーケット
期　　日：平成27年11月８日(日）

（午前７時：花火合図）
午前８時30分から
（城見ヶ丘運動公園・市貝
勤労者体育センターの競
技は雨天中止） 

会　　場：城見ヶ丘運動公園、市貝勤
労者体育センター、農業者
トレーニングセンター、武
道館、町民ホール

　第５回SATOYAMAヘルシーマーケット「2015森の文
化祭」が、11月29日(日)午前10時から観音山梅の里で行
われます。（終了時間：午後3時）
　里山の暮らしを愛する仲間たちが育てた、無農薬で有
機堆肥使用の農産物とそれらを使用したカフェ、石窯ピ
ザ、素材にこだわった手作りのお菓子やパン、ジャム、
シロップなどの食品の他、陶器や布小物などのテントが
出店します。
　ワークショップは、大豆脱穀体験、手織りのコース
ター、陶ボタンのアクセサリー、雑木のカスタネット、
蜜蝋のキャンドル作りなど充実しています。ヘルシーな
ランチや里山カフェでゆったりとした晩秋の一日をお楽
しみください。
　毎回、来場者のご協力で終了後のごみがほとんどあり
ません。今回もエコバックのご持参とごみのお持ち帰り
のご協力をお願いいたします。
●問い合わせ
　SATOYAMAヘルシーマーケット実行委員会事務局
（小梅堂）☎68－3156

※詳しい内容は、いちかいスポーツ・レク
リエーション祭実行委員会（中央公民館内 :
☎ 68 － 0020）にお問い合わせ下さい。

オープニング競技

『みんなでラジオ体操』
　午前９時に防災行政無線から、
ラジオ体操の曲が流れます。
音楽に合わせて運動をしましょう！

臨床心理士による心の健康相談
　子育てや人間関係のことで悩んでいる方、
ぜひご利用ください。
●日　時　平成 27 年 11月18 日（水）
　　　　　午後１時 30 分から（要予約）
●場　所　保健福祉センター
●問い合わせ・申し込み
　健康福祉課 健康づくり係
　☎（６８）１１３３（保健師）まで

『
は
じ
め
て
の
手
話

～
ミ
ニ
入
門
講
座
～
』
参
加
者
募
集

宇
都
宮
共
同
高
等
産
業
技
術
学
校

（
職
業
訓
練
校
）
入
校
生
募
集

平
成
27
年
度
栃
木
県
市
町
村

総
合
事
務
組
合
職
員
採
用
試
験

　

手
話
は
、
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方

の
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手

段
で
す
。
こ
の
講
座
で
は
、
聾
者
と
手

話
通
訳
者
の
講
師
と
共
に
、
初
心
者
向

け
の
や
さ
し
い
表
現
を
中
心
に
学
び

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
、
学
ん
で
み
た

い
と
思
っ
て
い
る
方
。
一
歩
踏
み
出
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時

　

平
成
27
年
11
月
10
日
（
火
）

　

17
日
（
火
）
24
日
（
火
）
全
３
回

　

午
後
７
時
～
午
後
９
時

　

※
全
日
程
の
参
加
が
難
し
い
方
は
、

　
　

一
回
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

▼
場
所

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象

　

町
内
在
住
・
在
勤
で
初
め
て
手
話
を

学
ぶ
方
（
学
生
可
）

▼
募
集
学
科

　

木
造
建
築
科　

10
名

　

建
築
設
計
科　

10
名

　

広
告
美
術
科　

10
名

　

フ
ラ
ワ
ー
装
飾
科　

20
名

▼
特
色

　

と
ち
ぎ
マ
イ
ス
タ
ー
、
宮
の
も
の
づ

く
り
達
人
な
ど
多
彩
な
講
師
陣
が
マ

ン
ツ
ー
マ
ン
で
指
導
し
ま
す
。
ま
た
、

国
家
試
験
の
２
級
技
能
検
定
（
建
築
設

計
科
は
非
該
当
）
を
受
検
す
る
際
、
学

科
試
験
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

▼
募
集
期
間

　

平
成
28
年
３
月
19
日
（
土
）
ま
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

宇
都
宮
共
同
高
等
産
業
技
術
学
校

　

火
曜
日
か
ら
土
曜
日

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で　

　

☎
０
２
８
（
６
２
２
）
１
２
７
１

▼
定
員　
　

15
名

▼
受
講
費　

無
料

▼
申
し
込
み
締
め
切
り

　

11
月
６
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

市
貝
町
社
会
福
祉
協
議
会　

　

☎
（
６
８
）
３
１
５
１　

▼
職
種
・
採
用
予
定
人
員

　

一
般
事
務　

一
名

▼
受
験
資
格

　

昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６
年

　

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

▼
日
程

　

第
一
次
試
験　

12
月
13
日
（
日
）

　

第
二
次
試
験　

１
月
上
旬

（
第
一
次
試
験
日
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

▼
試
験
内
容

　

第
一
次
試
験　

　
　

教
養
試
験（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）

　
　

・
適
応
性
検
査

　

第
二
次
試
験　

　
　

作
文
試
験
・
口
述
試
験

▼
会
場

　

栃
木
県
自
治
会
館

▼
申
込
書

　

栃
木
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
に
お

い
て
試
験
要
綱
・
申
込
書
を
配
布
し
ま

す
。
申
込
書
は
栃
木
県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。（
郵
送
希
望
の

方
は
、
角
２
型
、
１
２
０
円
切
手
貼
付
、

宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
、

「
申
込
書
希
望
」
と
記
し
て
問
い
合
わ

せ
先
ま
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
申
し
込
み
受
付
期
間

　

11
月
16
日
（
月
）
～
11
月
26
日
（
木
）

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

〒
３
２
０
︱
０
０
３
２

　

宇
都
宮
市
昭
和
１
︱
２
︱
16

　

栃
木
県
自
治
会
館
２
階

　

栃
木
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
総
務
課

　

☎
０
２
８
（
６
２
５
）
３
０
１
１
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平成27年10月5日の測定結果
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今
日
は
十
五
夜
で
す
。
今
日
は
二
十
五

日
な
の
に
な
ぜ
な
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す

が
、
月
を
愛
し
た
昔
の
人
は
太
陰
歴
と
い

う
旧
暦
を
使
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
今

夜
は
旧
九
月
十
五
日
の
月
と
い
う
こ
と

で
十
五
夜
の
月
と
い
う
の
だ
そ
う
で
す
。

十
五
夜
の
月
を
見
て
十
五
夜
の
月
を
見
な

い
と
、
片
身
月
と
言
っ
て
縁
起
が
よ
く
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
今
夜
は
し
っ

か
り
と
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

十
五
夜
の
も
ち
の
月
を
見
て
「
望
月
の

欠
け
た
る
こ
と
も
な
し
と
思
え
ば
」
と
詠

ん
だ
の
は
、
藤
原
道
長
で
す
。
藤
原
氏
の

全
盛
期
と
い
う
と
教
科
書
な
ど
で
は
、
道

長
が
政
治
の
中
枢
の
太
政
官
の
最
上
位
で

あ
る
太
政
大
臣
に
ま
で
上
り
つ
め
、
三
人

の
娘
を
、
一
条
、
三
条
、
後
一
条
と
そ
れ

ぞ
れ
三
代
に
わ
た
っ
て
天
皇
の
中
宮
（
皇

后
）
と
し
て
入
内
さ
せ
た
こ
と
か
ら
、
十

円
玉
に
あ
る
平
等
院
鳳
凰
堂
が
建
て
ら
れ

た
平
安
期
と
決
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
藤
原
氏
の
独
裁
体
制
の
基
盤

を
築
い
た
の
は
、
娘
の
宮
子
を
文
武
天
皇

の
夫
人
と
し
自
ら
は
右
大
臣
に
昇
進
す
る

と
と
も
に
、
さ
ら
に
外
孫
の
首
皇
子
（
聖

武
天
皇
）
を
皇
位
に
つ
け
、
娘
の
安
宿
媛

を
そ
の
皇
后
に
つ
け
た
藤
原
不
比
等
で

す
。
不
比
等
は
天
皇
を
た
す
け
て
大
宝
律

令
と
い
う
政
治
制
度
を
つ
く
り
、
都
を

七
一
〇
年
に
平
城
京
に
移
し
万
全
な
体
制

を
し
く
こ
と
に
成
功
し
ま
す
。
不
比
等
の

父
で
あ
る
大
化
の
改
新
の
功
臣
鎌
足
は
当

初
中
臣
氏
を
名
乗
っ
て
お
り
、
政
事
を
司

る
子
の
不
比
等
の
系
統
以
外
は
中
臣
氏
を

称
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
臣
氏
は
朝
廷
に

あ
っ
て
神
事
を
司
る
こ
と
と
な
り
、
鎌
足

が
鹿
島
生
ま
れ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
鹿
島

神
宮
を
氏
神
と
し
た
と
あ
り
ま
す
。
子
の

不
比
等
は
神
護
景
雲
二
年
（
西
暦
七
六
八

年
）
に
一
族
の
氏
神
が
あ
る
鹿
島
神
宮
よ

り
分
霊
し
、
奈
良
の
都
に
春
日
大
社
を
祭

り
ま
す
。
そ
の
一
年
後
に
、
市
貝
町
赤
羽

の
地
に
「
正
一
位
相
休
社
鹿
島
大
明
神
」

が
造
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

祭
ら
れ
て
い
る
神
は
、
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ

ノ
カ
ミ
で
あ
り
、
日
本
書
紀
に
は
武
甕
槌
、

古
事
記
に
は
建
御
雷
と
出
て
い
ま
す
。
ミ
・

イ
カ
ヅ
チ
と
は
雷
様
の
こ
と
で
、
正
一
位

と
い
う
最
高
の
位
を
持
ち
、
明
神
に
大
を

つ
け
ら
れ
尊
ば
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

建
御
雷
神
様
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
命
で
オ

オ
ク
ニ
ヌ
シ
に
国
護
り
の
話
し
を
持
ち
か

け
、
そ
の
子
と
相
撲
を
と
っ
て
勝
ち
、
国

を
も
ら
い
受
け
ら
れ
た
神
様
で
す
。
ち
な

み
に
赤
埴
城
が
造
ら
れ
る
の
が
安
土
桃
山

時
代
で
す
か
ら
、
そ
れ
よ
り
も
八
百
年
も

早
く
鹿
島
神
社
が
建
っ
て
い
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
お
そ
ら
く
近
在
で
は
最
も
古
い

お
社
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
た

び
地
域
の
人
々
の
篤
志
で
社
殿
に
屋
根
が

掛
け
ら
れ
立
派
に
な
り
ま
し
た
が
、
近
年

鎮
守
の
森
と
い
わ
れ
る
社
殿
を
囲
む
森
が

厚
み
を
失
っ
て
き
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
、

村
人
の
心
の
安
ら
ぎ
の
場
所
の
避
難
先
と

し
て
使
わ
れ
、
貴
重
な
生
き
物
も
残
っ
て

い
ま
す
。
市
貝
町
の
名
所
旧
跡
の
一
つ
と

し
て
大
事
に
守
り
発
信
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

全
国
一
斉
防
災
行
政
無
線
を
用
い
た

情
報
伝
達
訓
練
実
施
の
お
知
ら
せ

平
成
27
年
度
芳
賀
地
区
広
域
行
政

事
務
組
合
職
員
採
用
試
験

町
民
祭
第
30
回
記
念
（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
）

カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
＆
歌
謡
シ
ョ
ー

市
貝
町
消
防
団
通
常
点
検
に
伴
う

交
通
規
制
に
つ
い
て

第
30
回
市
貝
町
好
菊
会
菊
花
展

▼
訓
練
実
施
日
時

　

11
月
25
日
（
水
）
午
前
11
時
頃

　

※
時
間
は
、
国
が
発
信
し
ま
す
の
で

　
　

不
確
定
。

▼
試
験
放
送
内
容

　

役
場
を
含
め
た
町
内
64
ヶ
所
に
設

置
さ
れ
て
い
る
防
災
行
政
無
線
か
ら
、

一
斉
に
、
次
の
よ
う
に
放
送
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

消
防
交
通
係　

　

☎
（
６
８
）
１
１
１
１

▼
採
用
人
員

　

一
般
事
務
職　

若
干
名

▼
受
験
資
格

　

昭
和
55
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、

大
学
卒
業
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
方

（
平
成
28
年
３
月
卒
業
見
込
の
方
を
含
む
）

▼
日
時

　

11
月
15
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
場
所

　

町
民
ホ
ー
ル

▼
主
催

　

市
貝
町
カ
ラ
オ
ケ
連
合
会

▼
問
い
合
わ
せ

　

市
貝
町
カ
ラ
オ
ケ
連
合
会
事
務
局

　

大
根
田　

冨
士
男　

　

☎
（
６
８
）
０
８
０
８

交
通
規
制
①

▼
日
時　

　

平
成
27
年
11
月
１
日
（
日
）

　

午
前
11
時
か
ら
午
前
11
時
40
分
ま
で

　

片
側
通
行
止
め（
茂
木
か
ら
芳
賀
方
面
）

▼
場
所　

　

市
貝
・
芳
賀
バ
イ
パ
ス　

　

道
の
駅
サ
シ
バ
の
里
い
ち
か
い
付
近

交
通
規
制
②

▼
日
時　

　

平
成
27
年
11
月
１
日
（
日
）　

　

消
防
の
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
通

▼
展
示
期
間　

　

10
月
30
日
（
金
）
～
11
月
５
日
（
木
）

▼
会
場　

　

道
の
駅
サ
シ
バ
の
里
い
ち
か
い

　

ま
ち
お
こ
し
セ
ン
タ
ー

▼
問
い
合
わ
せ

　

実
行
委
員
長　

佐
藤　

薫

　

☎
（
６
８
）
０
６
０
４

▼
申
し
込
み
期
間

　

10
月
26
日
（
月
）
～
11
月
24
日
（
火
）

▼
試
験
日
時

　

12
月
６
日
（
日
）

▼
試
験
会
場

　

芳
賀
地
区
広
域
行
政
セ
ン
タ
ー

▼
試
験
方
法

　

第
一
次
試
験　

筆
記
試
験
（
公
務
員

上
級
試
験
問
題
）、
適
性
検
査

　

第
二
次
試
験　

第
一
次
試
験
合
格
者

を
対
象
に
作
文
試
験
、
口
述
試
験
を
実

施
し
ま
す
。

▼
第
一
次
試
験
合
格
発
表

　

12
月
16
日
（
水
）
午
前
10
時

　

合
格
者
の
受
験
番
号
を
、
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
芳
賀
地
区
広
域
行
政

セ
ン
タ
ー
玄
関
前
に
掲
示
し
ま
す
。

▼
受
験
手
続

　

職
員
採
用
試
験
受
験
申
込
書
に
所
要

事
項
を
記
入
し
て
持
参
ま
た
は
郵
送
。

（
郵
送
の
場
合
は
平
成
27
年
11
月
24
日

（
火
）
必
着
）
申
込
書
は
芳
賀
地
区
広

域
行
政
事
務
組
合
事
務
局
総
務
課
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

芳
賀
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

　

事
務
局　

総
務
課　

庶
務
企
画
係　

　

☎
（
８
２
）
９
１
５
１

過
す
る
の
で
、
正
午
か
ら
同
30
分
の
間

で
２
分
か
ら
３
分
間　

　

全
面
通
行
止
め

▼
場
所　

　

た
い
よ
う
幼
稚
園
北
側
の
東
西
の
通

り
（
町
道
前
之
内
線
）
の
前
之
内
大
橋

付
近

▼
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

消
防
交
通
係

　

☎
（
６
８
）
１
１
１
１

 

上
り
チ
ャ
イ
ム
音

 『
こ
れ
は
、
テ
ス
ト
で
す
』
×
３
回

 『
こ
ち
ら
は
、
ぼ
う
さ
い
市
貝
で
す
』

 

下
り
チ
ャ
イ
ム
音
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九
月
受
付
分

出
　
生 

　（
敬
称
略
）

住
所　

  

氏　

名　

  

保
護
者
名

市
塙　

阿
部　

帆ほ

高た
か　

正　

紀

陽　

子

文
谷　

岩
村　

泉み
ず

希き　

悟　

史

沙
由
未

赤
羽　

仁
平　

澪み
お

那な　

武　

宏

美
枝
子

町の人口
９月１日現在

　男	 6,168 （6,159）

　女	 5,985 （6,002）

　計	 12,153（12,161）

世帯数	 4,339 （4,260）

（ ）内は昨年の同月

〔住民基本台帳〕

18

婚 

姻 

　 

（
敬
称
略
）

　

住　

所　

    

氏
名

　

赤　

羽　

田　

代　

英　

之

　

赤　

羽　

大　

関　

千　

晶

善
意
を
あ
り
が
と
う

▼
栃
木
県
歌
謡
協
会
芳
賀
支
部

　

支
部
長　

小
林　

光
一　

様

　

地
域
福
祉
基
金
と
し
て

          
３
３
，
３
５
３
円

（
敬
称
略
）

 

住 

所　

    

氏　

名　
　

年
齢

多
田
羅　

平
野　

忠
一　

90
歳

文　

谷　

川
又　

照
久　

87
歳

多
田
羅　

平
野
美
津
子　

78
歳

多
田
羅　

加
藤　

榮
一　

71
歳

　

川　
　

柳 

「
晩
秋
」　

	

市　

塙　

飯
田　

資
雄　

選

童
心
に
返
り
ハ
ミ
ン
グ
里
の
秋	

田
野
辺　

大
畑　

耕
兵

寒
さ
来
る
秋
の
終
わ
り
の
虫
が
鳴
く	

文　

谷　

小
峰　

カ
ツ

山
白
く
鍋
は
晩
秋
湯
気
が
立
つ	

石　

下　

馬
込　

滋
紀

夕
食
の
サ
ン
マ
香
り
て
腹
に
し
み	

市　

塙　

高
木　

眞
佐

紅
葉
も
落
葉
と
な
っ
て
肌
寒
い	

市　

塙　

高
根
澤
高
行

夕
餉
支
度
つ
る
べ
落
と
し
に
せ
か
さ
れ
て	

市　

塙　

佐
藤　

幸
子

秋
深
く
い
よ
い
よ
紅
葉
季
節
な
る	

刈
生
田　

渡
邊　

時
雄

秋
深
き
稲
刈
り
お
い
て
湯
湯
活
へ	

市　

塙　

飯
田　

礼
子

題
予
告
十
二
月
号 

「
暮
れ
」 

平
成
二
十
八
年
一月
号 

「
初
詣
」 

締
切
り

は
毎
月
五
日
で
す
。

　

短　

  

歌　

	

椎　

谷　

小
堀　

宮
子　

選

市　

塙　

平
澤
ト
ミ
子

黄
金
波
分
け
入
る
ご
と
く
気
動
車
の
ゆ
る
き
カ
ー
ブ
は
速
度
落
し
て

赤　

羽　

五
月
女　

修

勤
務
帯
夜
勤
を
選
び
稲
刈
る
と
準
備
は
万
端
さ
れ
ど
長
雨

市　

塙　

苔
野　

一
郎

微
か
な
る
虫
の
羽
音
を
聴
く
夜
の
闇
に
野
牡
丹
蕾
を
持
て
り

市　

塙　

仲
山
美
代
子

小
六
の
夏
に
覚
え
し
自
転
車
の
走
法
米
寿
の
現い

在ま

も
続
け
り

市　

塙　

永
嶋　

靜
江

母
眠
る
墓
に
沿そ

う
道
走
る
と
き
叔
母
は
手
を
あ
げ
「
姉
さ
ん
」
と
呼
ぶ

市　

塙　

髙
根
沢
高
行

夏
休
み
練
習
重
ね
し
合
唱
が
郡
で
金
賞
の
孫
ら
あ
っ
ぱ
れ

市　

塙　

髙
木　

眞
佐

賑
や
か
に
蛙
の
声
せ
し
田
の
土
手
に
秋
の
夜
長
に
虫
が
音ね

し
き
り

杉　

山　

平
野　

宮
子

収
穫
の
す
み
し
田た

ん
ぼ圃

に
白
鷺
は
夕
日
に
映
え
て
銀
に
か
が
や
く

市　

塙　

荒
井
源
二
郎

幼
き
日
魚
釣
り
せ
し
鬼
怒
川
の
水
害
の
怖
さ
思
い
も
よ
ら
ず

笹
原
田　

枝
川
由
紀
子

ひ
ょ
う
ひ
ょ
う
と
嵐
去
り
た
る
西
空
に
く
き
や
か
な
虹
を
暫
し
見
上
げ
つ

椎　

谷　

小
堀　

宮
子

採
り
て
来
し
野
菜
か
ご
よ
り
鳴
き
い
だ
す
夕
べ
厨く

り
やの

こ
ほ
ろ
ぎ
の
声

　

俳　

 

句　

	

杉　

山　

髙
木　

昭
一　

選

花
蕎
麦
や
旅
の
疲
れ
を
い
や
し
け
り	　
　
　

続　

谷　

軽
部　

悦
子

乳
幼
児
汗あ

せ
も疹

も
消
え
し
彼
岸
花　
　

	
  

市　

塙　

荒
井
源
二
郎

月
待
て
ば
黒
き
雲
間
に
顔
を
出
す	

 

赤　

羽　

小
塙　

翠
梢

イ
チ
ロ
ー
の
投
手
ま
ず
ま
ず
秋
う
ら
ら	

田
野
辺　

雅　
　

翠　

鉱
毒
の
山
肌
あ
ら
わ
秋
の
風	

赤　

羽　

永
山　

青
楓

ど
こ
ま
で
も
新
藁
匂
ふ
散
歩
道	

 

市　

塙　

豊
田　

功
剣

ま
だ
青
い
柿
の
実
供
え
月
見
か
な	
多
田
羅　

佐
藤　

美
代

晩
秋
の
空
の
碧
さ
が
憎
き
ほ
ど	
市　

塙　

深
澤　

八
十

秋
の
夜
や
窓
辺
に
光
る
月
あ
か
り	

上　

根　

谷
口　

弘
子

西
陽
消
え
墨
の
山
並
み
深
む
秋	

  

市　

塙　

髙
木
マ
サ
子

蕎
麦
畑
渡
る
風
観
る
深
き
秋	

　
　
　
　

杉　

山　

髙
庄　
　

健

一
本
の
ビ
ー
ル
分
け
合
ふ
嫁
姑	

　
　
　

市　

塙　

橋
本　

フ
ミ

澄
ん
だ
空
秋
空
高
く
サ
シ
バ
と
ぶ	

田
野
辺　

大
畑　

耕
兵

ミ
ス
テ
リ
ー
先
読
み
寝
れ
ぬ
秋
夜
長	

市　

塙　

髙
根
沢
高
行

通
学
路
無
事
を
祈
っ
た
コ
ス
モ
ス
が	

赤　

羽　

飯
村　

路
風

老
夫
婦
腰
を
曲
げ
つ
ゝ
手
刈
す
る	

刈
生
田　

渡
辺　

時
夫

筑
波
山
よ
く
晴
渡
る
蕎
麦
の
花	

市　

塙　

髙
木　

ワ
カ

新
米
を
恩
師
に
供
え
て
笑
み
浮
ぶ	

 市　

塙　

髙
木　

正
子

息こ子
を
見
舞
ふ
色
な
き
風
や
筑
波
山	　
　
　

市　

塙　

小
林
み
さ
を

何
気
な
く
遠
く
に
投
げ
る
視
線
秋	

 

杉　

山　

髙
木　

昭
一

※
俳
句
の
締
切
り
は
毎
月
十・

日・

必・

着・

で
す
。ご
協
力
く
だ
さ
い
。［
選
者
］

赤
羽　

押
野　

知ち

央ひ
ろ　
　

徹　
友　

惟

市
塙　

小
堀　
　

翔か
け
る　

光
一
朗

理　

恵

赤
羽　

佐
藤　
　

花は
な　

雅　

也

奈
津
子

　

こ
れ
か
ら
火
災
の
発
生
し
や

す
い
気
候
と
な
る
時
季
で
す
。

火
災
に
よ
る
死
傷
者
を
な
く
す

た
め
、
火
の
取
り
扱
い
に
は
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
労
働
保

険
の
加
入
は
お
済
み
で
す
か
？

労
働
保
険
と
は
、
雇
用
保
険
と

　

刑
務
所
や
少
年
院
な
ど
で
社

会
復
帰
の
た
め
に
実
施
し
て
い

る
職
業
訓
練
や
教
育
な
ど
の
実

情
を
、
広
く
一
般
の
方
々
に
紹

介
し
矯
正
行
政
に
対
す
る
ご
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

今
年
も
矯
正
展
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

　

11
月
23
日
（
月
）

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

▼
内
容

　

矯
正
関
係
パ
ネ
ル
展
示
、
所

内
見
学
、
製
品
製
作
体
験
（
ミ

ニ
ス
テ
ン
ド
製
作
、
Ｐ
Ｐ
バ
ン

ド
製
作
な
ど
）
、
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
、
刑
務
所
作
業
製
品
の

展
示
即
売
会
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ

　

黒
羽
刑
務
所

　

☎
０
２
８
７（
５
４
）１
１
９
８

11
月
は『
労
働
保
険
適
用

促
進
強
化
期
間
』で
す

第
32
回
黒
羽
矯
正
展

労
災
保
険
を
総
称
し
た
も
の
で

す
。
原
則
と
し
て
労
働
者
を
一

人
で
も
雇
用
す
る
事
業
所
は
す

べ
て
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
11
月
を

「
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期

間
」
と
定
め
、
栃
木
県
内
に
お

い
て
も
未
手
続
事
業
の
加
入
促

進
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
労
働

保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
事
業

主
の
方
は
、
加
入
の
手
続
き
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
手
続
き

等
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
労
働

基
準
監
督
署
ま
た
は
公
共
職
業

安
定
所
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

真
岡
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
（
８
２
）
４
４
４
３

　

真
岡
公
共
職
業
安
定
所

　

☎
（
８
２
）
８
６
５
５

■そばゼリー（限定 50 食 !!）　　 
■けんちんそば・うどん　
■栗おこわ　■生そば　
■焼きいも
■野菜直売コーナー
　（地元産新鮮野菜、新米あります）

■野菜（ハクサイ・ダイコンなど）の無料配布
　（先着50名様!! ：午前11時～）
■餅つき体験：午前11時、午後1時
■ビンゴゲーム（賞品多数）：午後１時
　　　　　　　　　　　（受付：12時30分～）

主催：芳那の水晶湖ふれあいの郷協議会
後援：市貝町
問い合わせ：協議会 会長 石川 紀雄　

　☎090（2660）2617
　　　　　　企画振興課   ☎（68）1118
芝ざくら公園住所：市貝町見上614－1

2015年
芝ざくら公園
秋の収穫祭

市貝町農産物安全・安心キャンペーン

販　　　売

イ ベ ン ト

11月15日（日）
午前10時～午後２時 ※小雨決行

場所 ： 市貝町芝ざくら公園交流センター

市貝町産
新そば使用

　

さ
ら
に
、
建
物
内
外
の
整
理

整
頓
を
し
、
燃
え
や
す
い
も
の

は
建
物
の
周
囲
に
置
か
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
消
火
器
お
よ
び
住
宅

用
火
災
報
知
器
の
悪
質
訪
問
販

売
お
よ
び
点
検
業
者
に
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
期
間

　

11
月
９
日（
月
）～
15
日（
日
）

▼
問
い
合
わ
せ　

　

芳
賀
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

　

消
防
本
部

　

真
岡
消
防
署　

市
貝
分
署

　

☎
（
６
７
）
１
１
１
９

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

《
無
防
備
な
心
に
火
災
が
か
く
れ
ん
ぼ
》



　栃木県内男性最高齢
者の小川廣瀨さんに、
９月28日、入野町長
から祝詞と記念品が贈
呈されました。
　明治42年３月25日
生まれの小川さんは、
和牛の飼育や葉タバコ
栽培など農業を生業と
しておりました。
　趣味は80歳から始

めた川柳で、時事をとらえた若々しい作風とのことです。
自分のことは自分でやることが信条の小川さんは、食事や
入浴も自分で行います。これからもますます持ち前のパ
ワーで長生きしてください。

11
2015

411

20

由
ゆ

真
ま

菜
な

ちゃん
（３歳）

お父さん　齋藤　真さん　お母さん　由香さん
（市塙）

　果物とアイスとお豆とスルメが好き☆大きくなった
ら、エルサやラプンツェルのようなお姫様になって、
大好きなママと結婚して仲良くダンスをするんだ♡

市貝町防災行政メールの
登録はこちらから
防災行政無線の放送が聞き取れなかったときには
 ☎６８－２３６６（ニサンガロクロク） 
　　　　　　　  総務課消防交通係  ☎６８－１１１１問い合わせ

　小川廣瀨さん１０６歳 
栃木県内男性最高齢者に
　小川廣瀨さん１０６歳 　小川廣瀨さん１０６歳 　小川廣瀨さん１０６歳 PickUp!

鯖の切り身 …４切れ分         
玉ねぎ ……………１個              
パプリカ ……………1個
ピーマン ……………2個
ねぎ ………………1/2 本  
小麦粉 ………………適量
サラダ油 ………小さじ２

材料（４人分）

〈作り方〉

〈食改さんのおすすめポイント〉

①鯖の切り身に塩を振ってしばらくおきペーパーで水気を拭き取る。小麦粉
を薄くはたき、フライパンにサラダ油をしいて色よく焼く。

②Ａを鍋でひと煮立ちさせておく。玉ねぎは薄切りして水にさらし、よく水
気を切る（新玉ねぎなら不要）。パプリカ、ピーマンは細切りにする。ね
ぎは白髪ねぎにし、水にさらす。

③鯖と野菜をＡに漬け込む。唐辛子、白髪ねぎを盛り付けて出来上がり。

１人分の
栄養価

エネルギー
240kcal

塩分
1.3g

食改さんの レシピ食改さんの レシピ 30

所要時間
20分

・できたてのアツアツもおいしいし、冷蔵庫で冷やしたものもおいしいです。
・魚を揚げずに焼くことで大幅にカロリーダウン。
・唐辛子を使うことで代謝アップ！

だし ………………100cc
酢 ………………大さじ 2
薄口醤油…大さじ１と 1/2

みりん…大さじ１と 1/2
砂糖 ……………小さじ１
唐辛子（小口切り）

だし ………………100cc
酢 ………………大さじ 2
薄口醤油…大さじ１と 1/2

みりん…大さじ１と 1/2
砂糖 ……………小さじ１
唐辛子（小口切り）

A

娘のひと言

　10月25日（日）の花王ファミ
リーコンサートin栃木「錦織健
テノール・リサイタル」（益子町
民会館14:00開演）は、錦織健氏
が体調不良のため、公演中止とな
りました。
　チケットの払い戻しにつきまし
ては、以下のとおりとなります。
●払戻しの期間：10月23日（金）
～11月27日（金）まで
●払い戻しの方法：お買い求めの
チケット販売店まで、チケット
をお持ちください。現金にて返
金させていただきます。
●お問合せ先
　花王株式会社 栃木工場

　☎0285－68－7074

公演中止のお知らせ
花王ファミリーコンサートin栃木


